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神奈川県の疫病関係石造物
－コレラを中心に－

2020年はコロナ禍に終始した年であり、その終息は未だ見
えない。このような状況はかつて人類史上幾度もあり、人々
はこれに惑わされながらも抗おうとしてきた。その足跡は様々
な場所に記され刻まれており、感染拡大に伴って造られたモ
ノにも認められる。

一例をあげれば、疫病関係の墓標や供養碑、疫病除信仰
碑といった石造物がそうである。

そこで本発表では疫病と石造物の関係について概観し、神
奈川県下の、近世以降に造立されたコレラにまつわる石造物
を紹介しつつ、人々がコレラ禍という非常事態とどのように対
峙したかを考察する。
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